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協力：JA集束中央会／JA全農集束／JAバンク景哀惜逢／JA共済連貴意

滅欝しくはJA集束あおはホームページ象ご鷺くだせい．
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お疇い合わせ　JA鼻群島おば絶繊雛集鱒的大犠撞き鋤
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巾顎妙Ⅴ

細胞

第16回敢為大紋引っこ抜き後肢大愚へようこそいらっしゃいました。

卒でも錬馬路と言えば練馬大紋ですが、長くて鼻ん中が太いので、引き抜く卯こ相当のカ

が必尊です。皆楓には、生産者の労音の一端を体感して頂ければ幸いです。収穫した練馬太

楓は、皆線にお韓ち帰り頂くほか、区立小中学枚の給食に使用いたします。

練馬区は、大都市東京の都心近くに立地しながら、市民生活と敵合した生きた凰常が営ま

れています。都市息常は、都市生活に新たな豊かさをもたらすものであり、練馬底の尊勺で

す。争和え牛に開催した世界都市鼠常サミットでは、参加されたニューヨークの行政担当者

から、「練馬の郡市風景は我々が百才旨すべきモデル」とコメントを頂きました。この風景と

農地を守り、次世代に引き継いでいくことが区長としての真冬な首藤です。

サミットの成功の上に立って、親牛の秋、「全国都市農紫フェスティバル」を開催します。

都市恩賞の見遣郡市から風景者や行政担当者を招暗し、都市息常の新たな取組みを探る契楓

としていきます。

本日の会場となる「（仮称）農の風景公園」は、冬草3月に開園します。区民の皆線が農

に乱しむ拠点となるよう、JA東京あおばの幹線と連携し、後々な息寮体験イベントを開催

していきます。

最後に、本日の開催に当たり．、5，000本の練馬太楓の育成にお力添えを頂いたJA東京あ

おばをはじめ、泉質者の哲線、骨品をご挽供頂いた幹線、ご協力頂いた皆線に心から感謝を

申し上げ、挨拶といたします。

練馬大枚引っこ抜き娩枚大倉開催に降し、沢山の皆線に参かしていただき、JA東京あお

ばを代表して感謝申し上げます。また、遺子の哲線を心から数理いたします。

12月の風物韓として区民の皆線に定着してきた「観馬大枚引っこ抜き鹿渡大患」も今回で

16回目となりました。

本田皆橡に扱いていただく練馬大根は、区立小中学枚の給食に挽供させていただきます。

メニューは「練馬大枚スパゲティー」が多く挽供され尊卑子供達には大変好評なメニューと

珂いております。

またこの大食につきましては、練馬区と協力し開催しております。来年3月に開園する、

ここ「（仮称）農の風景公軌　で大会を開催できることを大変うれしく思っています。開催に

降し、ご協力いただきました線馬直観夷の皆棟に感謝申し上げます。

さて、わたくしたちJA東京あおばは、都市泉質について、「他産地消の促進」、「年々深刻

化するヒートアイランド現象抑制のため生産緑地の維持と存続」、「将来の子供たちのために

食魚教育の埠として農地を次世代に残すため」、など郡市における農地の大切さを各館する活

動をいたしております。

JA東京あおばは、役峨泉一丸となって親局区の緑・都市え紫を守り、地域の活性化に首

赦してまいります。本日ご参列の皆橡のご協力並びにご理解を今後ともよろしくお願いいた

します。

この後、娩枚太身が開催されますが、孝枝給食の食材となりますので、丁寧な取り扱いを

お掛、いたします。通子の皆棟には、新記録を目指してチャレンジしていただきたいと思い

ます。以上をお願い申し上げまして、あいさつとさせていただきます。
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大食会長　練馬区長

南　川　嬢　男

大食副会長

JA東京あおば

代表理事組合長

久　保　秀　一

大会会長 �前川　耀男 �練馬区長 

．大会副会長 �久保　秀一 �JA東京あおば　代表理事組合長 

大会委員 �関口　和幸 �練馬区　都市農業担当部長 

大会委員 �相原　和彦 �JA東京あおば　代表理事副組合長 

8：45 �受　付 

9：30 �開会式 

大会会長・大会副筆長挨拶 

来賓祝辞・紹介 

デモンストレーション 

審判長ルール説明 

準備体操 

開会式終了 

10：10 �競技開始 

選手権の部（予選） 

グループ参加の部 

選手権の部（決勝戦） 

11：25 �競技終了 

11：45 �閉会式（表彰式は行いません） 

閉会挨拶 



●選手権の部（男性の部・女性の部）

①抜く際、軍手以外の使用は認めない。（イポ付き、ゴム手袋は失格となります）

②1人で職歴閣機照は諸鮎■招芝「斑紋」夜兢肇U

窯犠：誓遊軍軒二濃攫叢。駁藩に雛1・再㌍環蓬一言傾倒瑠戦断㌫轟か

③選手は競技開始地点の大根から順番に抜くこととするが、

とができないと判断した場合には、審判に確認してパス

根にチャレンジすること）を認めるものとする。ただ星。J、

望磁以W藍往還膏ノ監濁爵犠無機と首鼠。頼　義を　組ノ管、

全く抜けなくて次に進むこ

（現在の大根を飛ばして次の大

沼認様、、転護でを有効と　〆、

1番折った濃合も失格とする）

④審判の指示に従う。

⑤予選上位5人で決勝戦を行う。

⑥決勝戦進出ラインで抜いた大根の本数が同数の場合は、抽選を行い、次戦への挑戦者を

決定する。

⑦最終順位は決勝戦での成績による。（但し、抜いた大根の本数が同数の場合は、対象者に

10秒以内に1本ずつ抜いてもらい、より長い大根を抜いた者を勝者とする。）

⑧優勝は男性の部・女性の部それぞれにおいて、決勝戦で最も成績の優秀な選手に与える。

⑨選手の任意により、『記録の部射こエントリーすることが出来る。　（記録の部　参照）

●グループ参加の却　　～15歳（中学生）以下の方と保護者く5名以内）～

※招待者に限っては年齢制限なし※

①抜く際、軍手以外の使用は認めない。（イポ付き、ゴム手袋は失格となります）

②1グループで指定暗闇縄に抜いた呼で最も長い大根職「靂霞」を戟うむ

※ただし、指定時間縄で凝って竃8本撞き終わったダ捗加プは終了とする。

失格：みだ嘩雷二束澤を魔つ㌻封芝濁合や故憲に断つ監場合。（雷撃腫判断若こよる）

③審判の指示に従う。

④記録が同数の場合はグループで1本ずつ抜いてもらい、より長い大根を抜いたグループ

を勝者とする。

⑤チームの任意により、『記録の部』にエントリーすることが出来る。（記録の部　参照）

●記録の部

①競技終了者が競技で抜いた大根の中で、最も長い大根・最も重い大根・おもしろい形の

大根を1本ずつ選び、競う。

②全て自己申告制とし、エントリーする場合、競技終了後計量所へ大根を持参する。

③葉柄賓こつ机ても西戎申告でき敵う

④審査結果は大会終了後、翌日以降に練馬区およびJA東京あおばホームページ上で発表

される。

※未来を担う子ども達の為に、丹精こめて作った練馬大根です。

子とも達が心待ちにしている学校給食で使用する野菜ですので、大切に扱ってください。

練馬大根は、徳川五代将軍綱吉が、下練馬村の農家に大根の生産を命じたのが始まりと

され、関東ローム層に堆積した、クロボクと言われる粒子の細かい火山灰土と品質がマッチ

して、良質の大根が生産されました。その後も練馬の地を中心に栽培され、改良を重ねて

漬物用に、煮物用にと消費されてきました。

しかし、干ばつやモザイク病の発生などにより大根の生産が減少し、戦後は代わってキャ

ベツ生産が増加しました。

それでも、篤農家が練馬大根の種を守り続け、平成元年から始まった練馬大根育成事業に

より、練馬大根は復活を果たしました。

今年も大会で引っこ抜かれる約5，008本のうち約4，200本の練馬大根は、地産地消推進の

ため大会の翌日以降、区立全小中学校（98校）の全児童生徒（約4万6千人）の給食食材として

使われ、子どもたちが味わいます。皆さんの熱い思いは、きっと子どもたちに伝わることで

大根を抜 ポイント

瑚第15回大会成績鋤記録瑚

■

漕

●選手権の部　男性の部’1位　18本

女性の部　1位　15本
／上し●　グループ参加の部　1位　101cm

●記録の部　　　　叢も長い大根101cm
ご

2位　　18本　　　3位　17本

2位　　15本　　　3位　14本

2位　　96cm　　3位　94cm

帯も重い大根3．9kg
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令和5年2月28日よで

詳し乾を濃…膿

みど湖の策針封封い量意

丁…んへ一・小十、生

∴諒く上さいl

株式会社農協観光
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